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＜レポート＞ 

      文京区と文京学院大学生涯学習センターの関わり 

       ―「文の京生涯学習司養成講座」の連携について― 

 

           

文京学院大学キャリア・社会教育センター 

                     社会教育グループマネジャー 

中西 明 

 

１．文京区アカデミー推進計画と（公財）法人文京アカデミー 

 

文京区は、広大な武家屋敷の跡地が明治以降に大学などの教育機関の敷地などに転用さ

れたこともあり、区内に合計 19の大学が立地する大学激戦地であります。国立大学は、お

茶の水女子大学、筑波大学大塚キャンパス、東京大学本郷キャンパス、東京医科歯科大学

湯島キャンパスの 4 校。そして、私立大学は、跡見学園女子大学茗荷谷キャンパス、国際

仏教学大学院大学、順天堂大学本郷キャンパス、拓殖大学文京キャンパス、中央大学後楽

園キャンパス、東邦音楽短期大学、東洋学園大学本郷キャンパス、東洋大学白山キャンパ

ス・白山第 2 キャンパス、日本医科大学、日本社会事業大学、日本女子大学、日本薬科大

学、貞静学園短期大学、文京学院大学の 14校。さらに、国設私立大学として、放送大学文

京学習センターが立地しています。 

 

こうした恵まれた教育環境をもとに、平成 17年 11月には文京区において、「文京アカデ

ミー構想」が策定されました。「文京アカデミー構想」では、区民との協働・協治により、

最先端の生涯学習と新たな文化・芸術を幅広く展開することを目指したネットワークを構

築するとともに、区独自の資格制度の創設などの事業が実施されました。平成 22年度には

さらにその流れを促進する「文京区基本構想」が策定され、平成 23 年 3 月に、「文京アカ

デミー構想」と「文京区基本構想」の計画を一本化して引継ぎ、「文京区アカデミー推進計

画」を策定しました。 

 

「文京区アカデミー推進計画」の目的は、「区民や来訪者などが、学びや出会い、交流な

どの観点から区内で豊かな時間を過ごし、潤いのある生活を送ることができるようにする

こと」であり、「この目的を生涯学習、スポーツ、文化芸術、観光、国際交流の各分野から

実現」するということにあります。生涯学習の分野に関しての目標は、①いつでも、どこ

でも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実、②一人ひとりの学習や活動を支え

るための情報提供、相談体制の整備・充実、③区民・団体の主体的な活動の支援、となっ

ております。 
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また、生涯学習における「人材育成の推進」のために、「生涯学習司や地域文化インター

プリターなどの独自の資格制度によって人材を育成していくとともに、こうした人材が連

携を深めるための場を設けて」いくと謳われております。この「人材活用の推進」のため

に、「生涯学習司や地域文化インタープリターなどの活躍の場を充実させます。また、こう

した有資格者や文京アカデミアサポーターなどのボランティアの人材情報をデータベース

化し学習成果を地域に権限できる仕組みを整えて」いくと続けられております。 

   

文京区が「基本構想」で将来都市像に掲げた、『歴史と文化と緑に育まれた、みんなが主

役のまち「文の京」』を進めるため、区行政を補完し、地域社会の発展と豊かな区民生活の

形成に資することを目的に、区の全額出資により昭和 61年に設立された（公財）文京アカ

デミーという財団法人があります。当法人は、①財団の事業、②コミュニティの振興事業、

③文化芸術振興事業、④生涯学習推進事業、を行うとされています。 

 

2．文京学院大学生涯学習センターと文京区・(公財)文京アカデミーとの連携 

  

 文京学院大学生涯学習センターと文京区・(公財)文京アカデミーとの間でさまざまな連携

をおこなっております。 

 

まずは、会議体についてですが、年に 2回、(公財)文京アカデミー区内大学等生涯学習担

当者会議を開催し、(公財)文京アカデミーと生涯学習担当者、大学間の各種連携をおこなっ

ております。また、同様に年に 2 回、文京区アカデミー推進部「区内大学地域連携担当者

会議」を開催し、文京区と大学、大学間の各種連携をおこなっております。 

 

 次に、連携講座の推進における連携につきましては、文京区では、「文京エコカレッジ リ

サイクル推進サポーター養成講座」を、(公財)文京アカデミーでは、「大学キャンパス講座・

文京アカデミア」、「文の京生涯学習司養成講座」を、そして、文京区・(公財)文京アカデミ

ー共催名義または後援名義として各種講演会やセミナーの開催などをおこなっております。 

  

 ここで、文京学院大学生涯学習センターの紹介に移らせていただきます。文京学院大学

生涯学習センターは、平成 8年に開設され、もうすぐ開設 20周年となります。生涯学習セ

ンターでは半期に約 100 講座ずつ、年間で約 200 講座を編成しています。年間の受講生は

2,000 人ほどになります。講座の案内としてパンフレットを年に 2 回（春夏期・秋冬期）、

それぞれ 11,000部ほど作成し、これとは別に、折り込みチラシを年に 2回（春夏期・秋冬

期）それぞれ 300,000部ほど作成します。講座編成に関しましては、①文京生涯カレッジ、

②特別講座、③分野別講座（文芸・健康心理・語学・実務資格・在学生・地域連携）とい

う 3編成で行っております。 
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写真 1；講座案内パンフレット 

 

3．「文の京生涯学習司」の役割 

   

文京学院大学生涯学習センターでは、講座の修了者に文京区より「生涯学習司」の資格

を授与しております。「生涯学習司」とは、「生涯学習に関する一定の知識を習得し、講座

を企画・コーディネートする力を養い、生涯学習のリーダーとして地域で活動する」、サポ

ーター（補助者）、カウンセラー（相談者）、講演者（講師）、企画プランナー（計画者）、

コーディネーター（調整者）などを指します。 

 

 「生涯学習司」養成講座は、平成 18 年に第Ⅰ期がはじまり、平成 26 年で第Ⅶ期となっ

ております。その間の実施概要を見てみますと、以下のようになります。 

 

 

養成講座第Ⅰ期、平成 18年度の特色： 1)生涯学習の基礎・概要、2)対人スキルアップ、3)

地域支援・振興の３分野構成にて実施 

養成講座第Ⅱ期、平成 19年度の特色：第Ⅰ期のカリキュラムを踏襲 

養成講座第Ⅲ期、平成 20年度の特色：講座企画実践をカリキュラムに追加 

養成講座第Ⅳ期、平成21年度の特色：1)生涯学習の基礎・概要、2)地域コミュニケーション、

3)講座企画実践の３分野に再編成 

養成講座第Ⅴ期、平成 22年度の特色：1)生涯学習の基礎・概要、2)地域貢献・対人スキル、

3)講座企画実践の３分野に再編成 

養成講座第Ⅵ期、平成 24 年度の特色：1)生涯学習の基礎力、2)リーダー力・コーディネー

ト力（マネジメント力・コミュニケーション力・情報

リテラシー力）に再編成 

養成講座第Ⅶ期、平成 26 年度の特色：1)生涯学習の基礎力、2)リーダー力・コーディネー

ト力（情報リテラシー力・マネジメント・コミュニケ

ーション力・企画交渉力）に再編成 
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また、この間に、「生涯学習司」を習得された方のスキルアップ講座としまして、以下の

内容の講座をおこないました。 

 

スキルアップ講座①、平成 23 年度の特色：1)マネジメントスキル、2)ボランティア

活動、3)地域共生、4)コミュニケーション

スキルのカリキュラム構成にて実施 

スキルアップ講座②、平成 25年度の特色：A)情報技術スキル、B)チームワークを高

めるコミュニケーションスキルの２分野

選択式カリキュラム構成にて実施 

 

「生涯学習司」を習得された方の活動事例に関しましては、（公財）文京アカデミー関連

事業から見てみますと、文京アカデミア講座の企画提案、特別公開講座の企画運営、シビ

ックシネマサロン（映画映会）及びトークショーの企画運営、生涯学習一日体験フェアの

企画運営（年２回）、(公財)文京アカデミー学習推進関係委員会の委員などがあげられます。

また、その他の「生涯学習司」の活動事例に関しましては、コミュニティバス B－ぐる記念

乗車券図柄選定・バス車内展覧会の運営、サークル運営のサポート、講演会の運営サポー

トなどがあげられます。 

 

「各種有資格者の認定者数」で見てみますと、文の京地域文化インタープリターが 83名、

文の京生涯学習司が 164名、文京アカデミアサポーターが 181名となっております。なお、

平成 26年度の生涯学習司は、当初 19名でスタートしましたが、２名が受講辞退したため、

最終的な資格認定者は 17名でした。 

 

4.おわりに 

 

・「生涯学習司」の今後の展望 

平成 18年度から 26年度まで「養成講座」を 7回開講し、164名の生涯学習司を輩出し、

また、資格認定者を対象に「スキルアップ講座」を 2 回開講しました。認定された生涯学

習司は、地域における生涯学習のリーダーとして、修了者で運営する「生涯学習司」の会

などを通じた活動や独自の活動の中で、文京アカデミーが主催する「文京アカデミア講座」

や「生涯学習一日体験フェア」などの企画・運営の支援やコーディネート活動などを行な

っています。これからの社会でますます重要性が増す生涯学習に関わるさまざまな場面で

の今後の活躍を期待いたします。 
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・生涯学習司の今後の課題 

文京学院大学生涯学習センターとして、これまでは修

了後の「生涯学習司」との関わりは講座の中で活動報告

をいただく程度でしたが、これからは「生涯学習司」の

方々と共に地域に密着した講座の企画・運営・管理や様々

な形での地域創生などについての協働を行なう形を模索

していきたいと考えます。 

 

写真 2；文京学院大学生涯学習センター 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

中西 明（なかにし・あきら） 

1957 年、東京都生まれ。文京学院大学生涯学習センターマネジャー。約 25 年間の広告

代理店勤務を経て 2006年より文京学院大学に勤務。 
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